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１１月に入り、天気の良い朝は、朝日に色づ

いた野山が鮮やかに照らされて、とてもきれい

ですが、「秋の日はつるべ落とし」と言われる

ように、夕方は、あっという間に日が暮れてい

くようになりました。 

２学期も気がつけば、残り１ヶ月あまりとな

りました。子ども達も学習発表会が終わり、ほっ

と一息つきたいところですが、今度は、学期末

に向けて、学習のまとめをしていかなければな

りません。 

これから、今以上に寒さが厳しくなっていき

ます。新型コロナウィルス感染症への対策はも

ちろんですが、風邪などもひかないよう、体調

には十分気をつけて、健康に過ごしてほしいも

のです。 
 

学習発表会 

１１月１１日（木）は地域の方、１３日（土）

は保護者の方を対象に学習発表会を行いました。

コロナ禍の影響で２日に分けた開催でしたが、

多く皆様にご来校い 

ただき、子ども達の 

活躍や成長の様子を 

見ていただくことが 

できて、大変うれし 

く思いました。 

《オープニング》 

 オープニングでは、「田井の四季～秋・冬」

を全校で歌いました。この歌は、かつての田井

小の子ども達と先生が作られたオリジナルの曲

で、今も歌い続けています。今年度も、田井の

秋冬の風景を心をこめて歌うことができました。 

 

《３・４年生の発表》「たいっ子マーケットのひみつ」 

３・４年生は、社会科で学習したスーパーマ

ーケットのひみつについて発表しました。事前

に収録したマーケットマンをうまく使いながら、

学習の中での驚きや発 

見を、大きな声や身振 

りで伝えることができ 

ました。 

 

《１・２年生の発表》「ニャーゴ」 

１・２年生は、国語で学習した「ニャーゴ」

を劇にして発表しました。登場するねずみと猫

の気持ちをよく理解し、なり切った演技で伝え

ることができました。 

この物語が大好きにな 

った気持ちも伝わりま 

した。 

 

《５・６年生の発表》「島根すてき発見」 

 ５・６年生は、修学 

旅行で訪れた津和野・ 

浜田・大田で学んだこ 

とをもとに「島根のす 

てき」をテーマに発表 

しました。長いセリフ 

をよく覚え、クイズ番 

組形式で分かりやすく 

伝えることができまし 

た。 
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《エンディング》 

エンディングでは、 

「Paradise Has No border」 

を全校で合奏しました。 

東京スカパラダイスオー 

ケストラのようにかっこ 

よく演奏できましたので 

ご来場の皆様も一緒に手 

拍子しながら楽しんでい 

ただけたと思います。 

 

昨年度の学習発表会は、コロナ禍のため、対

象を保護者および家族の人に限定して開催しま

した。しかし、今年度は、コロナ対応への理解

やワクチン接種など、コロナを取り巻く環境が

改善してきたこと、そして、何よりも、これま

でに「田井の子ども達のよりよい成長」のため

に学習支援や環境整備などで大変お世話になっ

てきた地域の皆様に子ども達の発表を披露した

いという強い気持ちがあり、リハーサルを兼ね

た形でしたが、地域の皆様をお招きすることが

できました。当日、子ども達は本番同様の気持

ちで発表することができ、ご支援のおかげで成

長できた姿をしっかりと見ていただくこともで

きたと思います。 

これからも、「田井の子ども達のよりよい成

長」のためにご支援いただきますようお願いし

ますとともに、学校としても「地域とともにあ

る学校づくり」に努めていきたいと思います。

また、学校をご支援いただくことが、地域の皆

様にとっての「やりがい」や「いきがい」とな

り、お一人おひとりの「元気の源」の一つにな

ることができていれば、学校としてもうれしい

限りですし、さらに、多くの地域の皆様の「元

気の源」の一つになり、田井地区全体が少しで

も「元気」になるこ 

とで、学校としても 

「学校を核とした地 

域づくり」のお役に 

立ちたいと思います。 

発表会終了後、多くの皆様からご意見・ご感

想を頂きました。一部ですが抜粋して下記のと

おり紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇素晴らしい発表会 とても良く出来ていて感激

いたしました。我が家の子ども達は、この小学校

を出て行きました。その頃を想い出して何とも言

えない思いでした。 

◇とても楽しかったです。孫を見ているような気が

しました。来てよかったです。元気が出ました。 

◇楽しい学習発表会ありがとうございました。ミュ

ージカルをみているようで元気をもらいました。 

◇素晴らしい発表会で感涙してしまいました。 

◇久しぶりに地域の私たちも観ることができ、子ど

も達からたくさんのパワーをいただけた気がし

ます。子どもは地域の宝です。がんばって発表し

ている姿を観て胸がいっぱいになりました。少人

数を感じさせない堂々とした発表 さすが田井

っ子です。地域のおばちゃんは今泣きそうです。 

◇児童の皆さんと先生方の団結のすばらしさを見

させてもらい感謝です。 

◇心温まる発表会でした。児童の皆さん一人一人の

頑張りに感動しました。 

◇少ない人数の中での発表でしたが、それぞれが自

信をもって発表しているのが印象に残りました。

学年が大きくなるにつれ、発表の内容も発表する

姿もぐんとしっかりしてくるところも成長を感

じました。合奏を全員でするところも小さい規模

の学校ならではでした。みんなで力を合わせてい

ることが感じられてとても素敵でした。 

◇一人ひとりにスポットのあたったステキな発表

会でした。コロナ対応をして、開催することがで

きて本当に良かったと思います。歌もとてもステ

キでした。きめ細やかな指導をしていただける幸

せな環境だなと感謝しております。 

◇年々少なくなる人数でも工夫して良いものが出

来ていて先生方にも拍手です。５・６年生はもち

ろん、１・２年生でもセリフが多く、大変だった

と思いますが、がんばって練習した成果が見えて

感心しました。 

◇家で練習の様子から見ていましたが、本番では、

どの学年も息がぴったりと合っていて良かった

です。子ども達には忙しい時期だったと思います

が、短い時間でこれほどのすばらしいものが出来

たことに驚きました。子ど 

も達のがんばりもそうです 

が、先生の支えがあってこ 

そだと思い感謝しています。 
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４本柱「たたら・炭焼き体験」 

「吉田中校区で大切にしたい４本柱」の一つ

は、「たたら・炭焼き体験」です。今年度は、

５・６年生が炭焼き体験学習を、和泉勉さま、

勝部昇さま、廣野進さまに地域講師としてご指

導いただき進めています。 

 

《窯入れ・火入れ》 

１０月２７日（水）、 

窯入れと火入れを行いま 

た。初めに、炭の原料と 

なる木を炭窯の中へ順番 

に縦に並べ、天井との間 

にできたすき間に細い木 

を詰めていきました。窯 

の中が木でいっぱいにな 

ると、焚口を作っていき 

ました。和泉さんがレン 

ガと粘土を使って巧みに 

焚口をつくられる姿を子 

ども達はとても興味深そ 

うに見ることができました。 

 炭出しと炭切りについては、１２月号でお知

らせします。 

 

校内研究 

１０月号で、校内研究についてお伝えしまし

たが、１０月２６日（火）には、たんぽぽ学級

が生活単元学習の研究授業を行いました。 

 

《研究授業（たんぽぽ学級）》 

今回は、単元『保育所さんと交流しよう』の

中で、「交流活動に向けて見通しをもち、主体

的に計画することができる。」ことをねらいに

して行われました。 

担任との１対１のやり取りの中で、保育所に

遊びに行った時のことや事前に多くの先生方に

インタビューした結果を手がかりに、「ほいく

しょさんがたのしいあそび」を意欲的に考える

ことができました。園児さんの年齢を考慮する

など、相手の立場になっ 

て活動を考える姿は６ 

年生の頼もしさを感じ 

ることができました。 

 

 

オンライン交流学習 

９月号でお知らせした、知夫村立知夫小学校

との３・４年生同士のオンライン交流学習の３

回目を１１月１７日（水）に行いました。 

１回目は、自己紹介中心の交流でしたが、２

回目(１０月１２日)は、 

国語の学習の成果を発 

表し意見交換しました。 

今回は、社会科でお 

互いに調べたスーパー 

マーケットの学習成果 

で交流学習することが 

できました。 

 

 

吉田コミュニティ・スクール 

 １０月２６日（火）、吉田中学校にて今年度

第２回の吉田コミュニティ・スクール学校運営

協議会（以下「吉田コミスク」）が行われまし

た。 

 今回は、吉田中校区で大切にしたい４つの 

柱と保小中連携の取組についての中間報告を 

行った後、雲南市が進 

めている小中一貫学園 

化構想について、教育 

委員会から説明いただ 

き、意見交換すること 

ができました。 

 

《小中一貫学園化構想とは》 

 『中学校区において義務教育９年間でめざす子ど
も像を設定し、その実現に向けて９年間の系統性・
連続性のある教育課程を編成・実施するもの。』で
あり、『学校・家庭・地域がより一体感をもって児
童生徒の教育にあたるため、中学校区を一つの学園
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と捉えて新たに学園名を冠す。』ことです。 

 そして、２つの『めざす学校の姿』があり、 

１ 小中一貫型小学校・中学校 

 ・組織上独立した小学校、中学校が一貫した教育
を行う 

 ・それぞれの学校に校長、教職員組織 

 ・現在の学校制度で小中一貫教育をさらに充実さ
せた学校 

２ 義務教育学校 

 ・新たな学校種 ・修業年限９年 

 ・一人の校長、一つの教職員組織 

 ・校舎一体型又は校舎分離型の学校 

となります。 

 また、次の４つのねらいをもって導入します。 

１ キャリア教育のさらなる推進 

→自立、豊かな体験、充実した学校生活 

２ 学び合いで育む生きる力 

→学力育成、仲間作り 

３ 小中教職員による指導の充実 

   →切れ目ない支援、一貫した指導 

４ 特色ある教育の推進 

   →ふるさと教育の充実 

 

 以上のような説明でした。簡単にまとめれば、

「雲南市の児童・生徒の教育環境をさらにより

よいものとするために、これまで進めてきた小

中一貫教育をより高めること」ではありますが、

「もっと地域に説明し、理解を得ることが必要」

といった意見もありましたので、ＰＴＡ全体会

等でも取り上げていきたいと思っています。 

 

吉田ラン＆ウォーク 

 １１月１８日（木）、2021 吉田ラン＆ウォー 

クが行われました。この取組は、吉田コミスク

の一環として行われている保小中連携の一つで

あり、今回は、学校が主体となって計画し、吉

田コミスクの運営委員会（魅力化部会）の支援

で実施されました。 

 当日は、天気にも恵まれ、吉田総合センター

前に吉田町内の小中学生が一堂に会し、小１～

中３までの縦割り班で活動しました。中学生の 

 

 

 

 

 

 

 

良きリードでミニゲームをしたり、吉田の町の

決められたコースを走ったり歩いたり、クイズ

に答えたりするなど、楽しむことができました。

吉田町内の小中学生の絆 

を深めながらふるさと吉 

田への関心を高め、地域 

とのつながりも深める取 

組になったと思います。 

 

図書ボランティア 

図書ボランティアの皆 

様には、本の貸出作業や 

図書室の飾り作りなど大 

変お世話になっておりま 

す。１１月４日（木）に 

は、酉の市の熊手飾りを 

作っていただきました。 

 

税に関する絵はがきコンクール表彰 

 １１月１６日（火）、景山教育長が来校され、

１０月号でお知らした、 

税に関する絵はがきコン 

クールの入賞者２名を表 

彰していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の主な行事予定（～12/3０） 
＜11 月＞ 

24日(水) 教育相談週間(～12/1) 
ロードレース【第2回】 
ＰＴＡ全体会【第3回】 

25日(木) 支援ボランティア(クリスマス飾り) 
     計算名人開始(～12/7) 
30日(火) 就学時健診 

＜12 月＞ 
1日(水) 第1回体育コーディネーター派遣授業(全校) 
3日(金) 第2回体育コーディネーター派遣授業(全校) 
8日(水) 島根県学力調査 
     第3回体育コーディネーター派遣授業(1～4年) 
10日(金)  個人懇談 
14日(火) 支援ボランティア(正月飾り) 
15日(水) 三浦スクールカウンセラー来校 
19日(日) うんなん家庭の日 
22日(水) 大掃除 
23日(木)  給食最終日 
24日(金) 終業式 
28日(水)～1月4日(火) 学校閉庁 


